
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査電極と複数の信号電極との間に有機薄膜が配置され

有機ＥＬディスプレイ装置の走査電極を一本ず
つ選択しながら走査電極を走査する有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法において、
　

　一の選択期間を終了してから次の選択期間を開始するまでの間、前記次の選択期間に選
択する走査電極の電位と、前記次の選択期間に発光させるべき画素が存在する信号電極の
電位とを 選択切替時電位に設定する
　ことを特徴とする有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項２】
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信号電極が有機薄膜の陽
極であり走査電極が有機薄膜の陰極である

選択期間中に、選択した走査電極の電位を選択時電位に設定し、他の各走査電極の電位
を非選択時電位に設定し、

、選択時電位より高く非選択時電位未満の

複数の走査電極と複数の信号電極との間に有機薄膜が配置され信号電極が有機薄膜の陰
極であり走査電極が有機薄膜の陽極である有機ＥＬディスプレイ装置の走査電極を一本ず
つ選択しながら走査電極を走査する有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法において、

選択期間中に、選択した走査電極の電位を選択時電位に設定し、他の各走査電極の電位
を非選択時電位に設定し、

一の選択期間を終了してから次の選択期間を開始するまでの間、前記次の選択期間に選
択する走査電極の電位と、前記次の選択期間に発光させるべき画素が存在する信号電極の
電位とを、非選択時電位より高く選択時電位未満の選択切替時電位に設定する



　
【請求項３】
　一の選択期間を終了してから次の選択期間を開始するまでの間、前記一の選択期間に選
択していた走査電極の電位を選択切替時電位に設定する請求項１ に記載の
有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項４】
　信号電極と走査電極との間に配置した有機薄膜に定電流を流すことによって各画素を発
光させ、
　前記定電流が流される信号電極の電位と選択切替時電位との差が所定の範囲に収まるよ
うに選択切替時電位を定める
　請求項 ３に記載の有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項５】
　有機ＥＬディスプレイ装置の周囲の温度に応じて選択切替時電位を変化させる請求項４
に記載の有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法。
【請求項６】
　有機ＥＬディスプレイ装置の周囲の温度に応じて非選択時電位を変化させる請求項５に
記載の有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、有機ＥＬ (Electroluminescence )ディスプレイ装置の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
有機ＥＬ素子は、陽極と陰極との間に有機薄膜を有する。陰極が陽極よりも高電位となる
ように両電極間に電圧を印加しても、有機薄膜にはほとんど電流が流れず、有機薄膜は発
光しない。逆に、陽極が陰極よりも高電位となるように両極間に所定電圧（発光開始電圧
）以上の電圧を印加すると、有機薄膜に電流が流れ、有機薄膜は発光する。この発光を利
用した有機ＥＬディスプレイ装置が知られている。
【０００３】
図１１は、従来の有機ＥＬディスプレイ装置の駆動装置の例を示す。走査電極１１０ａ ～
１１０ｎ と信号電極１２０ａ ～１２０ｍ は有機薄膜を挟持するようにマトリクス状に配置
される。走査電極１１０ａ ～１１０ｎ と信号電極１２０ａ ～１２０ｍ との交差部分が有機
ＥＬ素子となる。そして、有機ＥＬディスプレイ装置は、各交差部分を個々の画素として
表示を行う。各走査電極１１０ａ ～１１０ｎ は走査電極ドライバ１１１に接続され、各信
号電極１２０ａ ～１２０ｍ は信号電極ドライバ１２１に接続される。走査電極ドライバ１
１１は、画素を発光させる行を選択し、選択行および非選択行の走査電極の電位を制御す
る。信号電極ドライバ１２１は、各信号電極１２０ａ ～１２０ｍ と一対一に対応する信号
電極スイッチ１２２ａ ～１２２ｍ と、定電流回路１２３ａ ～１２３ｍ とを備える。そして
、選択行において発光させるべき画素が存在する信号電極に電流を流すように信号電極ス
イッチ１２２ａ ～１２２ｍ を制御する。
【０００４】
ここでは、信号電極１２０ａ ～１２０ｍ が有機ＥＬ素子の陽極になり、走査電極１１０ａ

～１１０ｎ が有機ＥＬ素子の陰極になるように配置した場合について説明する。ただし、
各走査電極１１０ａ ～１１０ｎ が有機ＥＬ素子の陽極になり、各信号電極１２０ａ ～１２
０ｍ が有機ＥＬ素子の陰極になるように配置して、走査電極１１０ａ ～１１０ｎ から信号
電極１２０ａ ～１２０ｍ に電流を流すようにしてもよい。
【０００５】
第１行を選択する場合、走査電極ドライバ１１１は、第１行に対応する走査電極スイッチ
１１２ａ を接地電位側に設定し、他の行の走査電極スイッチ１１２ｂ ～１１２ｎ を所定の
電位ＶＣ Ｈ 側に設定する。ここでは、ＶＣ Ｈ は接地電位よりも高いものとする。また、信

10

20

30

40

50

(2) JP 3973526 B2 2007.9.12

ことを特徴とする有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法。

または請求項２

１、２、または



号電極ドライバ１２１は、発光させるべき画素が存在する信号電極に対応する信号電極ス
イッチを定電流回路側に設定し、他の信号電極に対応するスイッチを接地電位側に設定す
る。図１１では、第２列、第３列の信号電極スイッチ１２２ｂ ，１２２ｃ を定電流回路１
２３ｂ 、１２３ｃ 側に設定し、他の信号電極スイッチ１２２ａ 、１２２ｍ を接地電位側に
設定した場合の例を示す。定電流回路から信号電極、有機薄膜を経て走査電極に電流が流
れると、有機ＥＬ素子は発光する。図１１に示す例では、定電流回路１２３ｂ ，１２３ｃ

から電流が流れるので画素Ｅ２ １ 、Ｅ３ １ が発光する。一方、定電流回路１２３ａ ，１２
３ｍ からは電流が流れないので、画素Ｅ１ １ 、Ｅｍ １ は発光しない。第２行以降の表示も
同様に繰り返す。この駆動方法は、例えば、特許文献１に記載されている。以下、この駆
動方法を便宜的に発光遅延駆動方法と記すことにする。
【０００６】
発光遅延駆動方法では、信号電極スイッチが接地電位側に設定された信号電極の電位は、
非選択行の走査電極の電位より低くなる。例えば、図１１に示す画素Ｅ１ ２ 、Ｅ１ ３ 、Ｅ

１ ｎ では、信号電極の電位が走査電極よりも低くなる。このように信号電極の電位と走査
電極の電位との高低関係が、画素を発光させるときとは逆になっていることを逆バイアス
と記す。
【０００７】
有機ＥＬ素子に逆バイアスで電圧が印加されると、有機ＥＬ素子の容量に電荷が蓄えられ
る。すると、次の行を選択したときに、画素の発光が遅れてしまう。例えば、図１１に示
す状態に続いて第２行を選択して画素Ｅ１ ２ を発光させるとする。このとき、画素Ｅ１ ２

と同じ列に属する各画素の容量に充電して、画素Ｅ１ ２ に規定値以上の電圧を印加しなけ
れば、画素Ｅ１ ２ を発光させるための電流が流れない。そこで、まず、逆バイアスの電圧
印加によって電荷が蓄積された状態を解消する。さらに、各画素の容量に対する充電によ
って、信号電極の電位を、選択行の画素Ｅ１ ２ に定電流を流すことができる電位にする。
このように、まず逆バイアスの電圧印加によって電荷が蓄積された状態を解消しなければ
ならないので、画素Ｅ１ ２ が発光するまでの立ち上がり速度が遅れてしまう。発光遅延駆
動方法における発光の立ち上がりの遅れは、特許文献１においても指摘されている。
【０００８】
この問題を解決する駆動方法として、選択行を切り替える際に全ての走査電極を一旦リセ
ット電圧に接続し、各有機ＥＬ素子の容量の電荷を０にしてから次の行を選択する駆動方
法が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。この駆動方法による駆動波形の例を
図１２に示す。図１２（ａ）～（ｃ）は、それぞれ第Ｌ－１行、第Ｌ行、および第Ｌ＋１
行の走査電極の電位を示す。図１２（ｄ）は、一つの信号電極の電位を示す。なお、定電
流を流すときの信号電極電位は、温度等の諸条件によって変化する。図１２（ｄ）では、
この電位が便宜上ＶＣ Ｈ と同じ電位になるものとして表している。図１２（ｅ）～（ｇ）
は、それぞれ図１２（ａ）～（ｃ）と図１２（ｄ）とを重ね合わせたものである。
【０００９】
図１２に示す期間Ｔｒ は、各有機ＥＬ素子の容量の電荷を０にするための期間である。例
えば、第Ｌ－１行の選択期間Ｔ１ では、第Ｌ－１行以外の行の画素に、逆バイアスの電圧
印加による電荷が蓄積される。期間Ｔ１ に続く期間Ｔｒ において、全ての走査電極と信号
電極を接地電位に設定する。すると、各有機ＥＬ素子の電荷は０になる。第Ｌ行を選択す
る期間Ｔ２ で、第Ｌ行の有機ＥＬ素子は発光する。逆バイアスの電圧印加によって蓄積さ
れた電荷は既に０となっているので、発光までの立ち上がりの遅れが改善される。選択行
を第Ｌ＋１行に切り替える場合も同様に、逆バイアスで充電された有機ＥＬ素子の電荷を
０にしてから、第Ｌ＋１行を選択する。
【００１０】
特許文献１では、期間Ｔｒ において各信号電極および各走査電極の電位をＶＣ Ｈ に設定す
る駆動方法も示されている。さらに、期間Ｔｒ において、次に定電流を流すべき信号電極
と全ての走査電極の電位をＶＣ Ｈ に設定する駆動方法も示されている。
【００１１】
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また、選択行を切り替える際に、一部の行の画素に逆バイアスの電荷を印加し、他の行の
走査電極をリセット電圧に接続する駆動方法も提案されている（例えば、特許文献２参照
。）。この駆動方法による駆動波形の例を図１３に示す。図１３（ａ）～（ｃ）は、それ
ぞれ第Ｌ－１行、第Ｌ行、および第Ｌ＋１行の走査電極の電位を示す。図１３（ｄ）は、
一つの信号電極の電位を示す。図１２（ｄ）と同様、定電流が流れるときの信号電極電位
がＶＣ Ｈ と同じ電位になるものとして示す。図１３（ｅ）～（ｇ）は、それぞれ図１３（
ａ）～（ｃ）と図１３（ｄ）とを重ね合わせたものである。
【００１２】
図１３に示す場合でも、第Ｌ－１行の選択期間Ｔ１ では、第Ｌ－１行以外の行の画素に、
逆バイアスの電圧印加による電荷が蓄積される。期間Ｔ１ に続く期間Ｔｒ では、それまで
選択していた第Ｌ－１行の走査電極電位をＶＣ Ｈ に設定し、他の全ての走査電極および全
ての信号電極を接地電位に設定する。すると第Ｌ－１行以外の行の有機ＥＬ素子の電荷は
０になる。また、このとき第Ｌ－１行の各画素には、逆バイアスの電圧印加による電荷が
蓄積される。第Ｌ行の選択期間Ｔ２ の開始時には、第Ｌ－１行以外の行の有機ＥＬ素子の
電荷は０になっているので、発光遅延駆動方法よりも、発光の立ち上がりの遅れを改善す
ることができる。
【００１３】
なお、立ち上がりの遅れを改善するための駆動方法は、本出願の出願人によって出願され
た特願２００２－０９７５５４号においても提案されている。
【００１４】
また、有機ＥＬ素子を発光させる際に、有機ＥＬ素子に所定の電圧を直接印加して充電を
行うことによって発光の立ち上がり速度を速める駆動回路や駆動方法も提案されている（
例えば、特許文献３～５参照。）。このように、有機ＥＬ素子を発光させる際に有機ＥＬ
素子に対する充電を行うことで立ち上がり速度を速める駆動方法を、以下、プリチャージ
駆動と記す。
【００１５】
特許文献３では、定電圧ＶＤ を印加して有機ＥＬ素子を発光させる表示装置が提案されて
いる。この表示装置では、発光時の駆動電圧ＶＤ を印加する前に、ＶＤ よりも低い補助電
圧ＶＢ を印加する構成としている。駆動電圧ＶＤ の印加開始時において、有機ＥＬ素子は
補助電圧ＶＢ によって充電されているので、発光時の電圧への立ち上がりは速やかに完了
する。
【００１６】
特許文献４では、選択する行を切り替えるときに、全ての走査電極を一旦リセット電圧に
設定し、各信号電極をオフセット電圧源に接続する駆動方法が提案されている。図１４は
、この駆動方法による駆動波形の例を示す。図１４（ａ），（ｂ）は、それぞれ第Ｌ行お
よび第Ｌ＋１行の走査電極の電位を示す。図１４（ｃ）は、一つの信号電極の電位を示す
。図１２（ｄ）と同様、定電流が流れるときの信号電極電位がＶＣ Ｈ と同じ電位になるも
のとして示す。図１４（ｄ），（ｅ）は、それぞれ図１４（ａ），（ｂ）と図１４（ｃ）
とを重ね合わせたものである。
【００１７】
選択期間と選択期間との間に設ける期間Ｔｒ では、全ての走査電極の電位を接地電位に設
定する。そして、信号電極をオフセット電圧源に接続し、信号電極の電位を所定のオフセ
ット電位に設定する。選択期間開始時に、発光させるべき画素が存在する信号電極を定電
流回路に接続し、定電流を流す。このとき、信号電極の電位は予めオフセット電位に設定
されているので、発光の立ち上がりは速やかに完了する。
【００１８】
特許文献５では、有機ＥＬ素子に定電流を流し始めるときに有機ＥＬ素子を充電回路に接
続し、有機ＥＬ素子に対する充電を行う駆動回路が提案されている。図１５は、この駆動
回路を用いた場合の駆動波形の例を示す。特許文献５の駆動回路によれば、有機ＥＬ素子
は充電回路によって充電される。従って、図１５（ａ）の楕円部に示すように、信号電極
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電位は、速やかに接地電位から定電流駆動時の電位に変化する。ただし、選択期間が切り
替わっても同じ信号電極に定電流を流し続ける場合、その信号電極の電位は充電回路によ
って一時的に上昇してしまう。その結果、信号電極の電位が接地電位から立ち上がった場
合と、前の選択期間から引き続き定電流を流し続ける場合とで、発光輝度が異なってしま
う。
【００１９】
このような問題を解決するために、特許文献５には、選択期間を短縮し、その短縮した期
間中、各信号電極の電位を一旦低下させる駆動方法も示されている。図１５（ｂ）は、こ
の駆動方法の駆動波形を示す。図１５（ｂ）に示すように、信号電極から定電流を流した
後、信号電極電位を低下させる。そして、充電回路は、信号電極電位が低電位となってい
る状態から充電を開始する。この結果、連続する選択期間において同じ信号電極に定電流
を流す場合であっても、一時的に信号電極電位が上昇することを防止できる。従って、有
機ＥＬ素子の発光輝度を均一に保つことができる。
【００２０】
【特許文献１】
特開平９－２３２０７４号公報（第２－７頁、第１－１５図）
【００２１】
【特許文献２】
特開２００２－１６２９３３号公報（第４－６頁、第１－６図、第１４－１６図）
【００２２】
【特許文献３】
特開平９－２１２１２８号公報（第３－５頁、第４－１３図）
【００２３】
【特許文献４】
特開平１１－１４３４２９号公報（第６－８頁、第１－５図）
【００２４】
【特許文献５】
特許第３１０２４１１号公報（第４－６頁、第１－６図、第１４－１８図）
【００２５】
【発明が解決しようとする課題】
特許文献１に示された駆動方法では、図１２に例示するように、各走査電極の電位を期間
Ｔｒ の度に接地電位まで低下させて、その後再びＶＣ Ｈ まで上昇させることを繰り返す。
また、連続する各選択期間で信号電極から選択行の走査電極に定電流を流す場合であって
も、期間Ｔｒ では、信号電極の電位を一旦接地電位に設定する。この結果、消費電流が増
加してしまう。特許文献２に示された駆動方法では、期間Ｔｒ において全ての走査電極の
電位を接地電位に設定するわけではないが、期間Ｔｒ の度にほとんどの走査電極の電位を
接地電位に設定するので、特許文献１に示された駆動方法と同様に消費電流が増加する。
【００２６】
また、有機ＥＬ素子の長寿命化を図るためには、有機ＥＬ素子に逆バイアスの電圧を印加
する期間を設けることが好ましいことがわかっている。しかし、特許文献１の駆動方法で
は、ある列に存在する画素を全て発光させる場合には、その列の信号電極の電位は、選択
期間の度にＶＣ Ｈ に設定される。すると、その信号電極の電位は走査電極の電位より低く
なることがなく、その列の各画素に配置された有機ＥＬ素子には逆バイアスの電圧が印加
されないという問題がある。なお、既述のように定電流駆動時の信号電極電位は諸条件に
よって変動する。従って、選択期間中に定電流を流す信号電極の電位がＶＣ Ｈ を下回り、
有機ＥＬ素子に逆バイアスの電圧が印加される場合もあり得る。しかし、必ず逆バイアス
の電圧が印加されることが補償されているわけではない。従って、逆バイアスの電圧を印
加する期間を設けるように駆動することが好ましい。
【００２７】
特許文献２に示された駆動方法では、期間Ｔｒ において各信号電極の電位を接地電位に設
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定する。また、期間Ｔｒ では、一部の走査電極の電位をＶＣ Ｈ に設定し、他の走査電極の
電位を接地電位に設定する。例えば図１３に例示するように、選択された直後の走査電極
の電位をＶＣ Ｈ に設定し、他の走査電極の電位を接地電位に設定する。この結果、各行の
有機ＥＬ素子には、各行が選択された後に逆バイアスの電圧が印加される。従って、特許
文献２に示された駆動方法では、有機ＥＬ素子に逆バイアスの電圧が印加されないという
問題は解決されている。
【００２８】
また、プリチャージ駆動の場合、信号電極から選択行の走査電極に定電流を流し始めるタ
イミング等で、有機ＥＬ素子に充電を行う。このとき、走査電極の電位を非選択時の電位
に移行させるタイミングが遅れてしまったり、走査電極の電位が非選択時の電位に移行す
るまでに時間がかかってしまうと、非選択行の画素が誤発光してしまうという場合があっ
た。
【００２９】
図１６は、プリチャージ駆動における誤発光の説明図である。図１６（ａ）は、信号電極
の電位の変化の例を示す。信号電極電位が接地電位に設定されていたとする。選択期間の
開始時に設けた充電期間において有機ＥＬ素子に対して充電を行うと、信号電極電位は上
昇する。充電期間の後、信号電極は定電流駆動時の電位に設定される。図１６（ｂ）は、
走査電極の電位を非選択時の電位（ＶＣ Ｈ ）に移行させるタイミングが遅れた場合の例を
示す。図１６（ｂ）に示すように、本来は選択期間の切り替えタイミングで走査電極の電
位をＶＣ Ｈ に切り替えるべきところ、そのタイミングが遅れてしまったとする。すると、
信号電極の電位は充電回路によって速やかに上昇しているため、選択されていない行であ
っても誤発光してしまう。図１６（ｃ）に示すような、走査電極の電位の変化が遅い場合
にも、誤発光が生じる。
【００３０】
また、特許文献５に示されるプリチャージ駆動では、ある列に存在する画素を全て発光さ
せる場合には、その列の画素の有機ＥＬ素子に逆バイアスが印加されないという問題（特
許文献１の駆動方法と同様の問題）が生じる。
【００３１】
また、有機ＥＬディスプレイ装置を駆動する場合、特許文献５に示される駆動方法のよう
に輝度の均一化を図ることが好ましい。
【００３２】
そこで、本発明は、有機ＥＬ素子の発光の立ち上がりを速めつつ、消費電流の低減を図る
ことを目的とする。また、各有機ＥＬ素子に逆バイアスの電圧を印加することができるよ
うにすることを目的とする。また、非選択行の画素の誤発光を防止することを目的とする
。また、有機ＥＬディスプレイ装置の各画素の輝度の均一化を図ることを目的とする。
【００３３】
【課題を解決するための手段】
　本発明の態様１は、複数の走査電極と複数の信号電極との間に有機薄膜が配置され

有機ＥＬディスプレイ装置
の走査電極を一本ずつ選択しながら走査電極を走査する有機ＥＬディスプレイ装置の駆動
方法において、

一の選択期間を終了してから次の選択期間を開始
するまでの間、次の選択期間に選択する走査電極の電位と、次の選択期間に発光させるべ
き画素が存在する信号電極の電位とを 選択切替
時電位に設定することを特徴とする有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法を提供する。
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信号
電極が有機薄膜の陽極であり走査電極が有機薄膜の陰極である

選択期間中に、選択した走査電極の電位を選択時電位に設定し、他の各走
査電極の電位を非選択時電位に設定し、

、選択時電位より高く非選択時電位未満の

本発明の態様２は、複数の走査電極と複数の信号電極との間に有機薄膜が配置され信号
電極が有機薄膜の陰極であり走査電極が有機薄膜の陽極である有機ＥＬディスプレイ装置
の走査電極を一本ずつ選択しながら走査電極を走査する有機ＥＬディスプレイ装置の駆動
方法において、選択期間中に、選択した走査電極の電位を選択時電位に設定し、他の各走
査電極の電位を非選択時電位に設定し、一の選択期間を終了してから次の選択期間を開始



を提供する。
【００３４】
　本発明の態様 は、一の選択期間を終了してから次の選択期間を開始するまでの間、一
の選択期間に選択していた走査電極の電位を選択切替時電位に設定する有機ＥＬディスプ
レイ装置の駆動方法を提供する。
【００３６】
本発明の態様４は、信号電極と走査電極との間に配置した有機薄膜に定電流を流すことに
よって各画素を発光させ、定電流が流される信号電極の電位と選択切替時電位との差が所
定の範囲に収まるように選択切替時電位を定める有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法を
提供する。
【００３７】
本発明の態様５は、有機ＥＬディスプレイ装置の周囲の温度に応じて選択切替時電位を変
化させる有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法を提供する。
【００３８】
本発明の態様６は、有機ＥＬディスプレイ装置の周囲の温度に応じて非選択時電位を変化
させる有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法を提供する。
【００３９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
［実施の形態１］まず、第一の実施の形態について説明する。図１は、本実施の形態の駆
動方法が適用される有機ＥＬディスプレイ装置の駆動装置の例を示すブロック図である。
有機ＥＬディスプレイ装置は、有機薄膜を挟持するようにマトリクス状に配置される複数
の走査電極１０ａ ～１０ｎ と、複数の信号電極２０ａ ～２０ｍ とを備える。各走査電極１
０ａ ～１０ｎ と各信号電極２０ａ ～２０ｍ との交差部分が有機ＥＬ素子となり、有機ＥＬ
ディスプレイ装置はこの交差部分を個々の画素として表示を行う。ここでは、信号電極２
０ａ ～２０ｍ が有機ＥＬ素子の陽極になり、走査電極１０ａ ～１０ｎ が有機ＥＬ素子の陰
極になるように配置されているものとする。
【００４０】
駆動装置は、コントローラ１と、走査電極ドライバ１１と、信号電極ドライバ２１と、電
源回路４１とを備える。図１に示す例では、コントローラ１がメモリ（図示せず。）を含
んでいるものとする。走査電極ドライバ１１は、各走査電極１０ａ ～１０ｎ と一対一に接
続する走査電極スイッチ１２ａ ～１２ｎ を備える。各走査電極スイッチ１２ａ ～１２ｎ は
３点切替スイッチである。各走査電極スイッチ１２ａ ～１２ｎ の第一の端子、第二の端子
および第三の端子は、それぞれ所定の電圧ＶＣ Ｈ 、ＶＭ 、ＶＳ Ｓ を提供する電圧源に接続
される。ＶＳ Ｓ は、選択行走査電極に設定される選択時電位である。ＶＳ Ｓ として、例え
ば接地電位が用いられる。ＶＣ Ｈ は、後述する各定電流回路２３ａ ～２３ｍ から非選択行
に電流を流さないようにするために、非選択行の走査電極に設定される非選択時電位であ
る。ＶＣ Ｈ は、ＶＳ Ｓ より高い電位である。ＶＭ （選択切替時電位）は、選択期間と選択
期間の間において、次に選択する走査電極に設定される電位である。ＶＭ は、例えば、Ｖ

Ｓ Ｓ より高くＶＣ Ｈ 未満の電位である。
【００４１】
なお、ＶＳ Ｓ は、選択期間中に、発光させるべき画素が存在しない信号電極に設定される
電位でもある。また、ＶＭ は、選択期間と選択期間の間において、次に発光させるべき画
素が存在する信号電極に設定される電位でもある。
【００４２】
走査電極ドライバ１１は、コントローラ１に従って、各走査電極スイッチ１２ａ ～１２ｎ

を切り替え、各走査電極の電位を設定する。走査電極ドライバ１１は、選択期間中、選択
行の走査電極スイッチを第三の端子に接続し、選択行走査電極の電位をＶＳ Ｓ に設定する
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するまでの間、次の選択期間に選択する走査電極の電位と、次の選択期間に発光させるべ
き画素が存在する信号電極の電位とを、非選択時電位より高く選択時電位未満の選択切替
時電位に設定することを特徴とする有機ＥＬディスプレイ装置の駆動方法

３



。また、非選択行の走査電極スイッチを第一の端子に接続し、非選択行の走査電極の電位
をＶＣ Ｈ に設定する。各選択期間が終了すると、次の選択期間の開始まで、次に選択する
行の走査電極スイッチを第二の端子に接続し、その行の走査電極の電位をＶＭ に設定する
。この間、他の各走査電極スイッチを第一の端子に接続し、他の各走査電極の電位をＶＣ

Ｈ とする。走査電極ドライバ１１は、各走査電極を一本ずつ選択しながら全ての走査電極
１０ａ ～１０ｎ を走査する。
【００４３】
信号電極ドライバ２１は、信号電極スイッチ２２ａ ～２２ｍ と、定電流回路２３ａ ～２３

ｍ とを備える。定電流回路２３ａ ～２３ｍ は、各信号電極から各走査電極に定電流を流す
。各信号電極スイッチ２２ａ ～２２ｍ は、各信号電極２０ａ ～２０ｍ と一対一に接続され
る。各信号電極スイッチ２２ａ ～２２ｍ は３点切替スイッチである。各信号電極スイッチ
２２ａ ～２２ｍ の第一の端子、第二の端子および第三の端子は、それぞれ電圧ＶＭ の電圧
源、定電流回路、電圧ＶＳ Ｓ の電圧源に接続される。
【００４４】
以下、各走査電極スイッチ１２ａ ～１２ｎ における第一の端子から第三の端子をそれぞれ
第一の陰極端子、第二の陰極端子、第三の陰極端子と記す。また、各信号電極スイッチ２
２ａ ～２２ｍ における第一の端子から第三の端子をそれぞれ第一の陽極端子、第二の陽極
端子、第三の陽極端子と記す。
【００４５】
信号電極ドライバ２１は、コントローラ１に従って、各信号電極スイッチ２２ａ ～２２ｍ

を切り替える。信号電極ドライバ２１は、選択期間中、発光させるべき画素が存在する信
号電極の信号電極スイッチを第二の陽極端子に接続し、その信号電極から選択行走査電極
に定電流を流す。また、発光させるべき画素が存在しない信号電極の信号電極スイッチを
第三の陽極端子に接続し、その信号電極の電位をＶＳ Ｓ に設定する。各選択期間が終了す
ると、次の選択期間の開始まで、次の選択期間中に発光させるべき画素が存在する信号電
極の信号電極スイッチを第一の陽極端子に接続し、その信号電極の電位をＶＭ に設定する
。この間、他の信号電極スイッチを第三の陽極端子に接続し、他の信号電極の電位をＶＳ

Ｓ に設定する。
【００４６】
なお、定電流回路２３ａ ～２３ｍ から選択行走査電極に定電流を流すときの信号電極の電
位は、温度によって変動する。以下、定電流回路２３ａ ～２３ｍ から選択行走査電極に定
電流を流すときの信号電極の電位を定電流駆動電位と記す。一般に、定電流駆動電位は、
低温になるほど高くなる。ＶＣ Ｈ は、例えば、有機ＥＬディスプレイ装置の使用環境の温
度における定電流駆動電位よりも高く定めておく。
【００４７】
コントローラ１に含まれるメモリは、各行に対応する表示データを記憶する。そして、コ
ントローラ１によって一行分の表示データが指定されると、その一行分の表示データをメ
モリ内のデータ出力領域にコピーする。信号電極ドライバ２１は、コントローラ１の制御
に従って、データ出力領域にコピーされた表示データを一画素分ずつ取り込む。
【００４８】
図２は、コントローラ１が信号電極ドライバ２１に出力する制御信号の出力タイミングを
示す説明図である。コントローラ１は、一行分の表示データの中から各列のデータを順次
取得するタイミングを規定するＣＰ（データ転送用クロックパルス）と、選択する走査電
極の切り替えを示すＬＰ（ラッチパルス）とを信号電極ドライバに出力する。また、コン
トローラ１は、信号電極ドライバ２１に一行分の表示データ（Ｄａｔａ）を取り込ませる
。ＬＰの立ち下がり（ローレベルになるタイミング）からＬＰの立ち上がり（ハイレベル
になるタイミング）までが選択期間となる。コントローラ１は、これから選択される行を
指定してメモリにその行の表示データをデータ出力領域にコピーさせる。また、コントロ
ーラ１は、選択期間中、信号電極の数と同数のパルスとしてＣＰを信号電極ドライバ２１
に出力する。信号電極ドライバ２１は、ＣＰの立ち下がりタイミング毎に、データ出力領
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域にコピーされた一行分の表示データ（Ｄａｔａ）から各画素のデータを一つずつ取得す
る。この表示データは、次の選択期間に選択される行の表示データである。
【００４９】
信号電極ドライバ２１は、選択期間が終了すると、その選択期間内に取得した一行分の表
示データを読み込み、その表示データに基づいて、次の選択期間中に発光させるべき画素
が存在する信号電極を判断する。そして、選択期間が終了してＬＰがハイレベルになって
いる間、次の選択期間中に発光させるべき画素が存在する信号電極の信号電極スイッチを
第一の陽極端子に接続する。また、他の信号電極スイッチを第三の陽極端子に接続する。
【００５０】
図３は、コントローラ１が走査電極ドライバ１１に出力する制御信号の出力タイミングを
示す説明図である。コントローラ１は、ＬＰと、１フレームの開始を示すＦＬＭ（ファー
ストラインマーカ）を走査電極ドライバ１１に出力する。走査電極ドライバ１１は、ＦＬ
Ｍがハイレベルになると第１行から各走査電極を順次選択していく。また、走査電極ドラ
イバ１１は、ＬＰがハイレベルからローレベルに変化すると選択行の走査電極スイッチを
第三の陰極端子に接続し、非選択行の走査電極スイッチを第一の陰極端子に接続する。ま
た、走査電極ドライバ１１は、選択期間が終了してＬＰがハイレベルになっている間、次
の選択行の走査電極スイッチを第二の陰極端子に接続し、他の走査電極スイッチを第一の
陰極端子に接続する。
【００５１】
電源回路４１は、走査電極ドライバ１１に電圧ＶＣ Ｈ ，ＶＭ ，ＶＳ Ｓ を供給する。また、
信号電極ドライバ２１に電圧ＶＳ Ｈ ，ＶＭ ，ＶＳ Ｓ を供給する。電圧ＶＳ Ｈ は、各定電流
回路２３ａ ～２３ｍ を駆動するための電圧である。従って、各信号電極の電位がＶＳ Ｈ と
して設定されるわけではない。
【００５２】
図４は、本発明の駆動方法における駆動波形の例を示す説明図である。以下、図４を用い
て、コントローラ１、走査電極ドライバ１１および信号電極ドライバ２１の動作について
説明する。
【００５３】
コントローラ１は、第１行からの走査を指示する場合、ＦＬＭをローレベルからハイレベ
ルにする。そして、ＦＬＭがハイレベルになっている間にＬＰをハイレベルに立ち上げ、
続いてＬＰをローレベルに戻す。ＦＬＭがハイレベルになっているときにＬＰがローレベ
ルからハイレベルに変化すると、走査電極ドライバ１１は、そのタイミングで最終行の選
択期間を終了する。また、ＦＬＭがハイレベルになっているときにＬＰがハイレベルから
ローレベルに変化すると、走査電極ドライバ１１は、そのタイミングから第１行の選択期
間を開始する。コントローラ１は、第１行の選択期間中にＦＬＭをハイレベルからローレ
ベルにする。
【００５４】
走査電極ドライバ１１は、ＦＬＭがハイレベルになっている間にＬＰがハイレベルからロ
ーレベルに変化すると、そのタイミングで、第１行の走査電極スイッチ１２ａ を第三の陰
極端子に接続し、第１行走査電極の電位をＶＳ Ｓ に設定する。また、他の各行の走査電極
スイッチ１２ｂ ～１２ｎ を第一の陰極端子に接続し、他の各走査電極の電位をＶＣ Ｈ に設
定する。また、信号電極ドライバ２１は、直前の選択期間において取得した表示データに
基づいて、発光させるべき画素が存在する信号電極の信号電極スイッチを第二の陽極端子
に接続する。また、発光させるべき画素が存在しない信号電極の信号電極スイッチを第三
の陽極端子に接続する。この結果、第１行の選択期間の間、定電流回路に接続された各信
号電極から第１行走査電極に定電流が流れ、その各信号電極と第１行走査電極との交差部
分の有機ＥＬ素子が発光する。
【００５５】
なお、第三の陽極端子に接続された信号電極は第１行走査電極と等電位（ＶＳ Ｓ ）である
ので、その信号電極から第１行走査電極に電流は流れない。また、非選択行の電位はＶＣ
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Ｈ に設定されるので、各信号電極から非選択行の走査電極に電流は流れない。
【００５６】
また、第１行の選択期間の間、信号電極ドライバ２１は、次に選択される第２行の表示デ
ータをコントローラ１内のメモリから取得する。
【００５７】
コントローラ１がＬＰをハイレベルに立ち上げると、第１行の選択期間が終了する。走査
電極ドライバ１１は、ＬＰがハイレベルに立ち上がったときに、次に選択する第２行の走
査電極スイッチ１２ｂ を第二の陰極端子に接続し、第２行走査電極の電位をＶＭ に設定す
る。また、それまで選択していた第１行の走査電極スイッチ１２ａ を第一の陰極端子に接
続し、第１行走査電極の電位をＶＣ Ｈ に設定する。第１行の走査電極は、電圧ＶＣ Ｈ の電
圧源に接続されるので、第１行の走査電極の電位は直ちにＶＳ Ｓ からＶＣ Ｈ に変化する。
この結果、第二行走査電極の電位はＶＭ になり、他の各走査電極の電位はＶＣ Ｈ になる。
【００５８】
また、信号電極ドライバ２１は、ＬＰがハイレベルに立ち上がると、第１行の選択期間に
取得した第２行の表示データを読み込む。そして、次の選択期間に発光させるべき画素が
存在する列を判断し、その列の信号電極スイッチを第一の陽極端子に接続する。また、他
の信号電極スイッチを第三の陽極端子に接続する。この結果、次の選択期間に発光させる
べき画素が存在する信号電極の電位はＶＭ になる（図４に示す第ａ列、第ｃ列の駆動波形
参照。）。また、次の選択期間に発光させるべき画素が存在しない信号電極の電位はＶＳ

Ｓ になる（図４に示す第ｂ列の駆動波形参照。）。
【００５９】
このように、次に選択される第２行以外の走査電極の電位はＶＣ Ｈ となり、各信号電極の
電位はＶＭ またはＶＳ Ｓ になる。そして、ＶＣ Ｈ ＞ＶＭ 、ＶＣ Ｈ ＞ＶＳ Ｓ が成立している
。従って、ＬＰがハイレベルの間、第２行以外の各行の有機ＥＬ素子には、必ず逆バイア
スの電圧が印加される。そして、この逆バイアス電圧の印加によって電荷が蓄積される。
本駆動方法では、次に発光させるべき画素が存在する列において、信号電極の電位はＶＭ

になっている。従って、逆バイアス電圧の印加によって蓄積される電荷量を本駆動方法と
発光遅延駆動方法とで比較すると、本駆動方法の場合の方が、電荷量は少ない。
【００６０】
コントローラ１が、ＬＰをローレベルにすると、第２行の選択期間が開始される。走査電
極ドライバ１１は、第１行の選択期間の場合と同様に、選択行（第２行）の走査電極の電
位をＶＳ Ｓ に設定し、他の各走査電極の電位をＶＣ Ｈ に設定する。また、信号電極ドライ
バ２１は、第１行の選択期間の場合と同様に、発光させるべき画素が存在する信号電極を
定電流回路に接続させ、他の信号電極の電位をＶＳ Ｓ に設定する。
【００６１】
このとき、信号電極ドライバ２１は、発光させるべき画素が存在する信号電極の電位をＶ

Ｍ から定電流を流すための電位まで上昇させる。逆バイアス電圧の印加によって蓄積され
ていた電荷量は発光遅延駆動方法の場合よりも少ないので、定電流が流れ始めるまでの時
間は発光遅延駆動方法よりも短縮化される。すなわち、発光の立ち上がり速度が発光遅延
駆動方法よりも速くなる。
【００６２】
コントローラ１、走査電極ドライバ１１および信号電極ドライバ２１は、以降、同様の動
作を繰り返して最終行まで走査する。最終行が選択されると、コントローラ１はＦＬＭを
ハイレベルにして、走査電極ドライバ１１に再び第１行からの走査を開始させる。
【００６３】
このような駆動方法によれば、各選択期間開始時における発光の立ち上がり速度を発光遅
延駆動方法よりも速くすることができる。また、ＬＰがハイレベルになっている間、次の
選択行以外の各行の有機ＥＬ素子には逆バイアスの電圧が印加される。従って、全ての行
を走査する間に、必ず全ての有機ＥＬ素子に逆バイアスの電圧を印加することができ、そ
の結果、有機ＥＬ素子の長寿命化をはかることができる。
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【００６４】
また、特許文献１に記載された駆動方法（図１２参照。）や特許文献２に記載された駆動
方法（図１３参照。）では、選択期間が終了する度に全てあるいはほとんどの走査電極の
電位を接地電位まで低下させていた。また、連続する各選択期間で同じ信号電極から定電
流を流す場合であっても、選択期間の間では、その信号電極の電位を一旦接地電位に設定
していた。一方、本発明の駆動方法では、個々の走査電極の電位は、選択される直前にＶ

Ｍ に設定されるだけであり、次に他の行が選択される場合にはＶＣ Ｈ のまま保たれる。ま
た、本発明の駆動方法では、連続する各選択期間で同じ信号電極から定電流を流す場合に
は、ＬＰがハイレベルとなる間、その信号電極の電位をＶＭ に設定するだけでよく、接地
電位まで低下させる必要はない。従って、従来の駆動方法（特許文献１，２に記載された
駆動方法）よりも消費電流を低減することができる。
【００６５】
また、連続する選択期間において同じ信号電極に定電流を流す場合であっても、ＬＰがハ
イレベルとなっている間に、その信号電極の電位を一旦ＶＭ まで低下させる。従って、図
１５（ａ）に示すような一時的な信号電極電位の上昇は発生せず、画面全体の輝度を均一
にすることができる。
【００６６】
また、選択期間終了後、それまで選択されていた走査電極は、電圧ＶＣ Ｈ の電圧源に接続
されるので、それまで選択されていた走査電極の電位は直ちにＶＳ Ｓ からＶＣ Ｈ に変化す
る。従って、誤発光の発生を防止することができる。
【００６７】
ただし、ある選択期間ではほとんど全ての画素を発光させる表示データに基づいて選択行
の画素を発光させ、次の選択期間ではほとんど全ての画素をオフ表示にさせる表示データ
に基づいて選択行の画素を発光させる場合には、誤発光が生じうる。以下、この誤発光に
ついて説明する。
【００６８】
図５は誤発光の説明図である。ある一列を除く全ての信号電極の駆動波形が図５に示すパ
ターン１のようになり、残りの１列の駆動波形が図５に示すパターン２のようになるとす
る。この場合、図５に示す第ｐ行の選択期間では、第ｐ行のほとんどの画素が発光する。
そして、次の行の選択期間では、次の選択行のほとんど全ての画素がオフ表示になる。
【００６９】
また、定電流を流したときの信号電極の電位（定電流駆動電位）をＶｋ とし、ＶＣ Ｈ ＞Ｖ

ｋ であるとする。すると、第ｐ行の選択期間では、第ｐ行以外の行のほとんどの画素に逆
バイアス電圧が印加される。この逆バイアス電圧の電圧値はＶＣ Ｈ －Ｖｋ である。第ｐ行
の選択期間が終了すると、ほとんど全ての信号電極の電位はＶｋ からＶＳ Ｓ に変更される
。第ｐ行の選択期間中、ほとんどの有機ＥＬ素子には逆バイアス電圧（ＶＣ Ｈ －Ｖｋ ）が
印加されていて、選択期間終了時にその有機ＥＬ素子の陽極がＶＳ Ｓ に下がると、その有
機ＥＬ素子の陰極の電位も低下してしまう。従って、次に選択される行以外の各行の電位
は、図５に示す第ｑ行の駆動波形に示すようにスパイク状に低下してしまう。なお、第ｐ
行の次に選択される走査電極の電位はＶＭ に設定される。
【００７０】
図５に示す第ｑ行の駆動波形に示すようなスパイク状の電位の低下が生じると、波形パタ
ーン２のように電位が設定される信号電極から各走査電極に電流が流れ有機ＥＬ素子が誤
発光してしまう。なお、第ｐ行の次に選択される走査電極の電位はＶＭ である。従って、
この走査電極には電流が流れず、この行の有機ＥＬ素子は発光しない。
【００７１】
また、第一の実施の形態において、ＶＭ をＶＣ Ｈ 以上またはＶＳ Ｓ 以下に定めてもよい。
しかし、ＶＭ をＶＣ Ｈ 以上に定めると消費電流が増加してしまう。さらに、ＶＭ の設定値
を高くしすぎるとＶＭ －ＶＣ Ｈ が発光開始電圧以上になり誤発光が生じてしまう。また、
ＶＭ をＶＳ Ｓ 以下に定めると、各選択期間開始時における発光の立ち上がり速度が発光遅
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延駆動方法の場合と同じかそれ以下になってしまう。従って、ＶＳ Ｓ より高くＶＣ Ｈ 未満
の電位としてＶＭ を定めることが好ましい。
【００７２】
［実施の形態２］次に第二の実施の形態について説明する。第一の実施の形態では、ＬＰ
がハイレベルになっている間、次に選択する走査電極の電位と、次の選択期間に発光させ
るべき画素が存在する信号電極の電位をＶＭ に設定した。第二の実施の形態では、ＬＰが
ハイレベルになっている間、それまで選択していた走査電極の電位もＶＭ に設定する。本
実施の形態が適用される駆動装置の構成は、第一の実施の形態と同様である。また、第二
の実施の形態におけるコントローラ１、信号電極ドライバ２１、コントローラ１に含まれ
るメモリおよび電源回路４１の動作は、第一の実施の形態と同様である。
【００７３】
走査電極ドライバ１１は、ＬＰがローレベルからハイレベルになると（すなわち選択期間
が終了すると）、それまで選択していた走査電極と、次に選択する走査電極の走査電極ス
イッチを第二の陰極端子に接続し、その２本の走査電極の電位をＶＭ に設定する。また、
他の走査電極の走査電極を第一の陰極端子に接続したままにして、他の走査電極の電位を
ＶＣ Ｈ に保つ。一方、ＬＰがハイレベルからローレベルになると（すなわち選択期間が開
始されると）、走査電極ドライバ１１は、直前の選択期間に選択していた走査電極の走査
電極スイッチを第二の陰極端子から第一の陰極端子に切り替えて、その走査電極の電位を
ＶＣ Ｈ に設定する。また、新たに選択する走査電極の走査電極スイッチを第二の陰極端子
から第三の陰極端子に切り替えて、選択行の走査電極の電位をＶＳ Ｓ に設定する。
【００７４】
図６は、第二の実施の形態における駆動波形の例を示す説明図である。以下、図６を用い
て、コントローラ１、走査電極ドライバ１１および信号電極ドライバ２１の動作について
説明する。
【００７５】
走査電極ドライバ１１は、ＦＬＭがハイレベルになっている間にＬＰがハイレベルからロ
ーレベルに変化すると、そのタイミングで、第１行の走査電極スイッチ１２ａ を第三の陰
極端子に接続し、第１行走査電極の電位をＶＳ Ｓ に設定する。また、他の各行の走査電極
スイッチ１２ｂ ～１２ｎ を第一の陰極端子に接続し、他の各走査電極の電位をＶＣ Ｈ に設
定する。また、信号電極ドライバ２１は、直前の選択期間において取得した表示データに
基づいて、発光させるべき画素が存在する信号電極の信号電極スイッチを第二の陽極端子
に接続する。また、発光させるべき画素が存在しない信号電極の信号電極スイッチを第三
の陽極端子に接続する。この結果、第１行の選択期間の間、定電流回路に接続された各信
号電極から第１行走査電極に定電流が流れ、その各信号電極と第１行走査電極との交差部
分の有機ＥＬ素子が発光する。
【００７６】
また、第１行の選択期間の間、信号電極ドライバ２１は、次に選択される第２行の表示デ
ータをコントローラ１内のメモリから取得する。
【００７７】
コントローラ１がＬＰをハイレベルに立ち上げると、第１行の選択期間が終了する。走査
電極ドライバ１１は、ＬＰがハイレベルに立ち上がったときに、それまで選択していた第
１行の走査電極スイッチ１２ａ と次に選択する第２行の走査電極スイッチ１２ｂ をそれぞ
れ第二の陰極端子に接続し、第１行および第２行の走査電極の電位をＶＭ に設定する。そ
れまで選択していた第１行の走査電極は、電圧ＶＭ の電圧源に接続されるので、第１行の
走査電極の電位は直ちにＶＳ Ｓ からＶＭ に変化する。この結果、第１行および第２行の走
査電極の電位はＶＭ になり、他の各走査電極の電位はＶＣ Ｈ になる。
【００７８】
また、信号電極ドライバ２１は、ＬＰがハイレベルに立ち上がると、第１行の選択期間に
取得した第２行の表示データを読み込む。そして、次の選択期間に発光させるべき画素が
存在する列を判断し、その列の信号電極スイッチを第一の陽極端子に接続する。また、他
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の信号電極スイッチを第三の陽極端子に接続する。この結果、次の選択期間に発光させる
べき画素が存在する信号電極の電位はＶＭ になる（図６に示す第ａ列、第ｃ列の駆動波形
参照。）。また、次の選択期間に発光させるべき画素が存在しない信号電極の電位はＶＳ

Ｓ になる（図６に示す第ｂ列の駆動波形参照。）。
【００７９】
このように、それまで選択していた第１行と次に選択する第２行以外の走査電極の電位は
ＶＣ Ｈ となり、各信号電極の電位はＶＭ またはＶＳ Ｓ になる。従って、ＬＰがハイレベル
の間、第１行および第２行以外の各行の有機ＥＬ素子には、必ず逆バイアスの電圧が印加
される。そして、この逆バイアス電圧の印加によって電荷が蓄積される。次に発光させる
べき画素が存在する信号電極の電位はＶＭ になっている。従って、逆バイアス電圧の印加
によって蓄積される電荷量を本駆動方法と発光遅延駆動方法とで比較すると、本駆動方法
の場合の方が、電荷量は少ない。
【００８０】
コントローラ１が、ＬＰをローレベルにすると、第２行の選択期間が開始される。走査電
極ドライバ１１は、第１行の選択期間の場合と同様に、選択行（第２行）の走査電極の電
位をＶＳ Ｓ に設定し、他の各走査電極の電位をＶＣ Ｈ に設定する。また、信号電極ドライ
バ２１は、第１行の選択期間の場合と同様に、発光させるべき画素が存在する信号電極を
定電流回路に接続させ、他の信号電極の電位をＶＳ Ｓ に設定する。
【００８１】
このとき、信号電極ドライバ２１は、発光させるべき画素が存在する信号電極の電位をＶ

Ｍ から定電流を流すための電位まで上昇させる。逆バイアス電圧の印加によって蓄積され
ていた電荷量は発光遅延駆動方法の場合よりも少ないので、定電流が流れ始めるまでの時
間は発光遅延駆動方法よりも短縮化される。すなわち、発光の立ち上がり速度が発光遅延
駆動方法よりも速くなる。
【００８２】
コントローラ１、走査電極ドライバ１１および信号電極ドライバ２１は、以降、同様の動
作を繰り返して最終行まで走査する。最終行が選択されると、コントローラ１はＦＬＭを
ハイレベルにして、走査電極ドライバ１１に再び第１行からの走査を開始させる。
【００８３】
この駆動方法によれば、第一の実施の形態と同様、各選択期間開始時における発光の立ち
上がり速度を発光遅延駆動方法よりも速くすることができる。また、ＬＰがハイレベルに
なっている間、それまで選択していた行と次の選択行以外の各行の有機ＥＬ素子に逆バイ
アスの電圧が印加される。従って、全ての行を走査する間に、必ず全ての有機ＥＬ素子に
逆バイアスの電圧を印加することができる。また、第一の実施の形態と同様に、消費電流
の低減、画面全体の輝度の均一化および誤発光の防止を図ることができる。
【００８４】
なお、第一の実施の形態では、ある選択期間でほとんど全ての画素を発光させる表示デー
タに基づいて選択行の画素を発光させ、次の選択期間でほとんど全ての画素をオフ表示に
させる表示データに基づいて選択行の画素を発光させる場合に、誤発光が生じうる。すな
わち、図５に示すようなスパイク状の電位の低下が発生して誤発光が生じる。しかし、Ｌ
Ｐがハイレベルになっている間、次に選択する走査電極の電位はＶＭ に設定されるので、
この走査電極では電位低下による誤発光は生じない。第二の実施の形態では、ＬＰがハイ
レベルになっている間、次に選択する走査電極だけでなくそれまで選択していた走査電極
の電位もＶＭ に設定する。従って、ＬＰがハイレベルになったときに、それまで選択して
いた行でも誤発光を防止できる。すなわち、誤発光が生じない行の数を第一の実施の形態
よりも増やすことができる。
【００８５】
上記の各実施の形態において、中間調を表示してもよい。中間調を表示する場合、各行の
表示データには、個々の画素をどの階調で発光させるのかを示す情報を含める。また、コ
ントローラ１は、信号電極ドライバ２１に対して、定電流を停止するタイミングを規定す
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る信号（ＰＷＭ信号）を出力する。
【００８６】
図７は、ＰＷＭ信号の説明図である。コントローラ１は、ＣＰ、ＬＰおよびＰＷＭを信号
電極ドライバ２１に出力する。ＣＰおよびＬＰが入力されたときの信号電極ドライバ２１
の動作は、既に説明した動作と同様である。コントローラ１は、選択期間開始後に、ＣＰ
のパルス数を０からカウントしていく。そして、出力したＣＰのパルス数が所定の値にな
ったときにＰＷＭ信号のパルスを発生させる。選択期間内に発生させるＰＷＭ信号のパル
ス数は１つであっても２以上であってもよい。
【００８７】
信号電極ドライバ２１は、選択期間開始後に、ＰＷＭ信号が立ち上がる回数をカウントす
る。そして、ＰＷＭ信号がハイレベルに立ち上がったときに、ＰＷＭ信号の立ち上がり回
数に応じて、所定の階調で発光させる画素が存在する信号電極の電位をＶＳ Ｓ に切り替え
る。例えば、選択期間開始後、最初にＰＷＭ信号が立ち上がると、信号電極ドライバ２１
は、第１階調で発光させるべき画素が存在する信号電極の信号電極スイッチを第三の陽極
端子に接続し、その信号電極の電位をＶＳ Ｓ に設定する。また、再びＰＷＭ信号が立ち上
がり、立ち上がり回数が２になると、第２階調で発光させるべき画素が存在する信号電極
の電位をＶＳ Ｓ に設定する。このように、選択期間内で、信号電極から選択行に流す定電
流を停止させることによって、中間調を表示できる。第０階調（オフ表示）とすべき画素
が存在する信号電極の電位は、選択期間開始時からＶＳ Ｓ に設定しておけばよい。
【００８８】
上記の各実施の形態において、ＶＭ を、ＶＳ Ｓ より高くＶＣ Ｈ 未満の電位として定めるこ
とが好ましいことは既に説明した。さらに、信号電極から選択行走査電極に定電流を流す
ときの信号電極電位（定電流駆動電位）とＶＭ との差が所定の範囲に収まるようにＶＭ を
定めることが一層好ましい。例えば、定電流駆動電位とＶＭ との差が、±２Ｖ以内になる
ようにＶＭ を定めることが好ましい。
【００８９】
このように定電流駆動電位とＶＭ との差が所定の範囲に収まるようにＶＭ を定めると、Ｌ
Ｐをハイレベルからローレベルにしたときの、信号電極の駆動波形の歪みは少なくなる。
すなわち、選択期間開始時における、信号電極の電位の変化量が少なくなる。そして、消
費電流がさらに少なくなる。また、中間調表示を行う場合には、各階調間の輝度のリニア
リティを良好にすることができる。すなわち、各階調間の輝度の変化の仕方が一定になる
ようにすることができる。
【００９０】
既に説明したように、定電流駆動電位は温度によって変化する。温度に応じてＶＭ の値の
設定を変化させることによって、温度変化に伴い定電流駆動電位が変化したとしても、定
電流駆動電位とＶＭ との差を所定の範囲内に保たれるようにしてもよい。定電流駆動電位
は低温時に高くなるので、低温になるほどＶＭ が高くなるようにＶＭ を定めればよい。
【００９１】
また、ＶＭ がＶＳ Ｓ より高くＶＣ Ｈ 未満の電位になるようにすることが好ましい。従って
、ＶＭ が高くなってもＶＭ ＜ＶＣ Ｈ が成立するようにすることが好ましい。低温になるほ
どＶＣ Ｈ が高くなるようにして、温度に応じてＶＣ Ｈ の値を変化させてもよい。あるいは
、低温時におけるＶＭ の値よりも高い値としてＶＣ Ｈ を定めておき、ＶＣ Ｈ を一定の電位
としてもよい。
【００９２】
温度に応じてＶＭ やＶＣ Ｈ の値を変化させるときの、ＶＭ やＶＣ Ｈ の値の例を図８に示す
。図８に示すように、低温になるほどＶＭ やＶＣ Ｈ が高くなるようにＶＭ やＶＣ Ｈ を定め
る。なお、接地電位をＶＳ Ｓ とする場合、ＶＳ Ｓ は温度によらず一定としてよい。
【００９３】
次に、ＶＭ やＶＣ Ｈ の値を温度によって変える場合の、電源回路４１の構成について説明
する。電源回路４１は、ＶＭ やＶＣ Ｈ 等の各電圧の電源を備える。温度の変動に応じて各
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電源からの出力電圧を変更するには、例えば、電源としてスイッチングレギュレータを使
用し、スイッチングレギュレータの電圧出力端に温度補償回路を設ければよい。図９は、
電圧出力に温度補償回路を設けたスイッチングレギュレータの構成例を示す。
【００９４】
スイッチングレギュレータ５１では、入力電圧Ｖｉ ｎ をコイル５２に供給する。入力電圧
Ｖｉ ｎ は、電源のコントローラ５３にも供給される。コントローラ５３は、トランジスタ
５４をオンにすることで充電電流を流しコイル５２にエネルギを蓄積する。トランジスタ
５４をオフにすると蓄積エネルギによりコイル５２に起電力が発生する。するとＶｉ ｎ 以
上の電圧にてショットキーダイオード５７に放電電流を流し、Ｖｏ ｕ ｔ 電圧が上昇する。
なお、図９に示す例では、コイル５２の一端にコンデンサ５８が設けられている。また、
コントローラ５３とトランジスタ５４との間には、並列に接続されたコンデンサ５５およ
び抵抗５６とが設けられている。また、コントローラ５３のＶｏ ｕ ｔ 出力部とショットキ
ーダイオードの間には、コンデンサ５９が設けられている。
【００９５】
温度補償回路６１は、並列に接続されるサーミスタ６４および抵抗６３をを備える。さら
に、サーミスタ６４および抵抗６３と直列に接続される抵抗６２を備える。抵抗６２の一
端は接地されている。また、並列に接続されたサーミスタ６４および抵抗６２の両端は、
それぞれショットキーダイオード５７、コントローラ５３のＶｏ ｕ ｔ 出力部に接続される
。サーミスタ６４の抵抗値は温度によって変化するので、サーミスタ６４のショットキー
ダイオード側の電圧も温度によって変化する。この電圧を、信号電極ドライバ２１や走査
電極ドライバ１１への供給電圧とする。なお、図９に示す例では、サーミスタ６４の一端
にコンデンサ６５が設けられている。
【００９６】
図１に示す電源回路４１には、ＶＭ 用のスイッチングレギュレータおよび温度補償回路と
、ＶＣ Ｈ 用のスイッチングレギュレータおよび温度補償回路を設けておけばよい。
【００９７】
また、ＶＣ Ｈ 用のスイッチングレギュレータおよび温度補償回路によって、温度に応じて
ＶＣ Ｈ を変化させ、ＶＣ Ｈ を分圧して電圧ＶＭ を発生させてもよい。この場合、温度に応
じてＶＣ Ｈ が変化すればＶＭ も変化するので、ＶＭ 用のスイッチングレギュレータおよび
温度補償回路を設ける必要がない。図１０は、ＶＣ Ｈ を分圧してＶＭ を発生させる場合の
電圧出力端の例を示す説明図である。電圧ＶＣ Ｈ の出力端に、ＶＣ Ｈ を分圧する抵抗７１
，７２および演算増幅器（オペアンプ）７３を設ける。抵抗７２は、接地される。抵抗７
１，７２で分圧されて発生した電圧は、ボルテージフォロワ接続されたオペアンプ７３の
非反転入力端子に入力される。オペアンプ７３の出力電圧が電圧ＶＭ として供給される。
【００９８】
上記の各実施の形態では、信号電極２０ａ ～２０ｍ が有機ＥＬ素子の陽極になり、走査電
極１０ａ ～１０ｎ が有機ＥＬ素子の陰極になるように配置されている場合について説明し
た。各走査電極１０ａ ～１０ｎ が有機ＥＬ素子の陽極になり、各信号電極２０ａ ～２０ｍ

が有機ＥＬ素子の陰極になるように配置して、走査電極１０ａ ～１０ｎ から信号電極２０

ａ ～２０ｍ に電流を流すようにしてもよい。この場合、ＶＳ Ｓ が非選択時電位になり、Ｖ

Ｃ Ｈ が選択時電位になる。また、発光させるべき画素が存在しない信号電極の電位をＶＣ

Ｈ に設定する。そして、非選択時電位であるＶＳ Ｓ より高く選択時電位であるＶＣ Ｈ 未満
の電位としてＶ Ｍ を定めればよい。
【００９９】
［実施例１］有機薄膜を挟持するようにして、１２８本の信号電極と６４本の走査電極と
を交差させ、緑色で発光する有機ＥＬディスプレイ装置を作成した。ドットサイズが０．
３ｍｍ×０．３ｍｍになるようにした。この有機ＥＬディスプレイ装置に走査電極ドライ
バと信号電極ドライバとを接続し、２０℃の環境下で有機ＥＬディスプレイ装置を駆動し
た。信号電極ドライバには、７５μＡの定電流を流す定電流回路を含むものを用いた。ま
た、駆動時に走査電極ドライバによって設定される選択時電位（ＶＳ Ｓ ）、非選択時電位
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（ＶＣ Ｈ ）、選択切替時電位（ＶＭ ）をそれぞれ０Ｖ、１７Ｖ、１０Ｖとした。駆動の際
、フレーム周波数を７０Ｈｚに設定し、ＬＰの立ち上がり周期が２２３μｓになるように
した。また、ＬＰがハイレベルになる期間を１４μｓとした。この場合の選択期間は２０
９μｓである。定電流回路から選択行走査電極に７５μＡの定電流を流したときの信号電
極の電位（定電流駆動電位）は１４．３Ｖであった。従って、ＶＭと定電流駆動電位との
差は４．３Ｖである。
【０１００】
このような設定のもとで、第一の実施の形態の駆動方法によって有機ＥＬディスプレイ装
置を駆動したところ、クロストークのない良好な表示が得られた。なお、定電流を流した
ときの有機ＥＬ素子の発光輝度は１５０ｃｄ／ｍ２ であった。また、第一の実施の形態の
駆動方法で駆動するとともに、ＰＷＭ信号を用いて中間調表示を行った。このとき、選択
期間を均等に分割し、分割された期間の開始時にＰＷＭ信号がハイレベルに立ち上がるよ
うにＰＷＭ信号を出力した。この場合、低輝度側ではリニアリティが低かった。例えば、
第０階調と第１階調との間における輝度の変化の程度、第１階調と第２階調との間におけ
る輝度の変化の程度が異なっていた。
【０１０１】
［実施例２］実施例１と同じ有機ＥＬディスプレイ装置を第二の実施の形態の駆動方法で
駆動し、表示品位を観察した。フレーム周波数、選択期間および選択時電位Ｖｓ ｓ の設定
は実施例１と同様とした。ただし、観察時の温度を、－４０℃、－１０℃、２０℃、５０
℃および８０℃とした。また、この各温度における選択切替時電位ＶＭ および非選択時電
位ＶＣ Ｈ が表１に示す値になるようにＶＭ 、ＶＣ Ｈ を設定した。表１に示すＶＭ の値は、
各温度において定電流回路から選択行走査電極に７５μＡの定電流を流したときの信号電
極の電位と等しい。すなわち表１に示す設定は、ＶＭ と定電流駆動電位との差が０Ｖにな
るようにＶＭ を定めたものである。
【０１０２】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０３】
この設定のもとで、第二の実施の形態の駆動方法によって有機ＥＬディスプレイ装置を駆
動したところ、上記のいずれの温度においてもクロストークのない良好な表示が得られた
。また、第二の実施の形態の駆動方法で駆動するとともに、ＰＷＭ信号を用いて中間調表
示を行った。このとき、選択期間を均等に分割し、分割された期間の開始時にＰＷＭ信号
がハイレベルに立ち上がるようにＰＷＭ信号を出力した。この場合、良好なリニアリティ
で表示を行うことができた。
【０１０４】
【発明の効果】
本発明によれば、一の選択期間を終了してから次の選択期間を開始するまでの間、次の選
択期間に選択する走査電極の電位と、次の選択期間に発光させるべき画素が存在する信号
電極の電位とを所定の選択切替時電位に設定する。従って、一の選択期間を終了してから
次の選択期間を開始するまでの間に、逆バイアス電圧の印加によって蓄積される電荷量を
少なくして、発光の立ち上がり速度を速めることができる。また、必ず各画素に逆バイア
ス電圧を印加するように駆動することができる。さらに、消費電流を低減することができ
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る。また、誤発光の発生防止を図ることができる。そして、連続する選択期間において同
じ信号電極に定電流を流す場合であっても、一時的な信号電極電位の上昇は発生させず、
画面全体の輝度を均一にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明が適用される有機ＥＬディスプレイ装置の駆動装置の例を示すブロック
図。
【図２】　信号電極ドライバへの信号の出力タイミングを示す説明図。
【図３】　走査電極ドライバへの信号の出力タイミングを示す説明図。
【図４】　第一の実施の形態における駆動波形の例を示す説明図。
【図５】　誤発光の説明図。
【図６】　第二の実施の形態における駆動波形の例を示す説明図。
【図７】　ＰＷＭ信号の説明図。
【図８】　温度に応じたＶＭ やＶＣ Ｈ の変化の例を示す説明図。
【図９】　温度補償回路を設けたスイッチングレギュレータの構成例。
【図１０】　ＶＣ Ｈ を分圧してＶＭ を得る場合の電圧出力端の例を示す説明図
【図１１】　従来の有機ＥＬディスプレイ装置の駆動装置の例を示す説明図。
【図１２】　従来の駆動方法における駆動波形の例を示す説明図。
【図１３】　従来の駆動方法における駆動波形の例を示す説明図。
【図１４】　従来の駆動方法における駆動波形の例を示す説明図。
【図１５】　従来の駆動方法における駆動波形の例を示す説明図。
【図１６】　プリチャージ駆動における誤発光の説明図。
【符号の説明】
１　コントローラ
１０ａ ～１０ｎ 　走査電極
１１　走査電極ドライバ
１２ａ ～１２ｎ 　走査電極スイッチ
２０ａ ～２０ｍ 　信号電極
２１　信号電極ドライバ
２２ａ ～２２ｍ 　信号電極スイッチ
２３ａ ～２３ｍ 　定電流回路
４１　電源回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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